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◼ 電源開発送変電ネットワーク㈱（以下「電源開発NW」という。）が事業実施主体として実
施する佐久間東幹線(山線)他増強工事の工事費増額について、現在一般送配電事業
者の協力を得ながら「工事費増加の検証」を進めており、対応状況についてご報告する。

◼ なお、契約等のプロセスについても、電源開発NWにおける受発注の手続きの詳細について
確認を進めており、一定程度確認ができたところで改めて進捗についてご報告する。

本日の報告について
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◼ 個々の工事について全て検証を行った場合、相当程度時間が掛かることから、今後、効率的
かつ効果的な確認方法をコスト等検証小委員会でもご議論いただき、工事費の抑制に向けて
取り組む。

工事費増加の検証について（効率的な確認方法の検討）
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◼ 東京中部間連系設備の増強は、東日本大震災を契機としたセキュリティ面での対策として策
定された計画であり、本年３月の福島県沖地震による電源の停止と降雪など３月としては異
例の低温となったことによる需要の増加に伴う電力需給ひっ迫などを踏まえれば現段階でもその
重要性は変わらないものと考える。

◼ 現在一部の工事については着手段階にあり、これらを遅らせることにより、運開時期に影響を与
えることになるため、引き続きコスト削減に向けて取り組むことを前提として、最小限の工事につ
いては電源開発NWが自らの責任で着工している。

◼ 今後、国民負担の増大に留意し、工事の本格化までにコスト等検証小委員会を通じて、工
事費等のコスト削減についてより具体的な精査を行い、その結果を本委員会にご報告したい。
また、検証結果については、その内容に応じて本委員会又は国の審議会でご議論いただくなど
必要な対応を行うこととしたい。

先行工区の一部工事の実施について


